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小金井市行財政改革市民会議（第５回） 平成２６年４月２５日

平成２６年第１回定例会における行革市民会議に関する質疑について

１一般質問

発言者

中山克己 議員

関根優司織員

発言者

渡辺大三議員

質疑

行革市民会織からの中間答申を受
け、公共施股の利用料について、他市
の率例を参考にしながら、市民が納得
できる方法で、受益者負担の公平、公
正な取組を速やかに行っていくべき
だ ｡

中間答申について、事実誤麗がある
のではないか。（保育園や小学校は国
の基醜と比較しているが、学童保育は
現行の職員と比較している。）

答弁

取組が遅れていると麗職している。

瀞4綴雛繍綴蕊蹴
ているところである。喫緊の課題とし
て受け止め、再建推進本部にて受益者
負担の適正化に関する基本的な考え方
を見血していきたい。

行革市民会醗の分析の結果であり、
市として意見を参考にしていきたい。

意 見

行革市民会雛から本気度が感じられない、行革の手立てが持っていないと酷
評されている。特に管理職の数について、目に見える形で改革してもらいた
い。

２予算特別委員会

発言者

中山克己議員

渡辺大三開;員

質疑

受益者負担の適正化に向けた取組の
強化について、行革市民会鍍の中間答
申において、
る０

早い取組が求められてい
ノ

受益者負担の適正化について、町田
市鰯赤字になっている事例があり、綿
密に拭算する必要がある。行革市民会
雛から受益者負担の適正化について曾
われているからということで、粗雑に
やると逆効果（赤字）になりかねな
い。今後のスケジュールについてどう
考えているのか。．

答弁

受益者負担の基本的な考え方につい
て、平成26年度中に見直していきたい
と考えているところである。

町田市の事例を参考に、なるべく早
い時期に受益者負担の適正化を見直
し、臓会に示していきたい。



発言 者

ー

鈴木成夫議員

鈴木成夫雛員

水上洋志議員

森戸洋子．雛員

宮下誠議員

水上洋志議員

発言者

中山克己：職員

渡辺大三磯員

渡辺大三織員

0 ．質疑

行革市民会雛から保育料を見直すよ
う指摘を頂いているが、消費税上がる
ことも踏まえ、現在どのように考えて
いるのか。

負担金の見直し、適正な利用者負担
Iま、行革市民会醗でも指摘されている
ことなので、行政として一定の方針を
示すべきであると考えるが、どのよう
に考えているのか。

民間委能の問題や人件費の削減な・
ど、行革市民会融の中間答申が出され
賭題になっているが、新庁舎建股に伴
い、財源計画の見通しがないまま事業
を始めており、何故これを見直した
り、具体的な財源計画を作る考えを
もっていないのか。

新庁舎建設にあたり、リサイクル率
業所を移転しなければならないが、そ
のスケジュールについてどう考えてい
るのか。
また、行革市民会磯は、新庁舎建股

費用をもっと減らすべきだということ
については雛践されていなく、不思醗
であるｂ．

行革市民会雛から中間答申が提出さ
れているが、ここで１点強鯛しておき
たいのは、この答申は市民の声である

ということである。行政はこの点を
しっかりと受け止めて、行財政改革に
取り組んでいただきたい。

行革市民会磯からの中間答申で述べ
られている財政健全化叶画の策定につ
いて、市の受け止めと、これから多額
にかかる大規模事業の財源計画につい
て、どのように考えているのか。

答弁

行財政改革大綱に記峨されている､！
国の定める徴収基準に対して50％にな
るよう、検肘を進めていきたい。ま
た、子ども・子育て支援制度の中で示
される公定価格を踏まえ、検肘してい
きたいと考えているが、その中で、消
費税について検肘の姐上に上がる可能
性はあるが、現時点において、消費税
に関連づけて考えているわけではな
い｡

受益者負担の基本的な考え方を早急
に見直していきたい。

リース庁舎解消のため、この庁舎間
題に全力で取り組んでいきたい。

リサイクル事業所の移転について
Iま、現在明砿に答弁できる段階ではな
いが、新庁舎建設のスケジュールを前
提とし、どのような週択肢があるのか
を考え、専業を進めていきたい。

中間答申が提出された場に立ち会
い、その場で一番感じたのは、理事者
の本気度が賦されていることである。
一つ一つに力を入れ丁寧に進めていき
たいと思っております。

市では、策定している中期財政叶画
や実施計画をについて、第４次行革大
綱を策定する段階で、中期財政計画や
実施計画の考え方を整理する必要があ
ると思っている。

意 見

行革市民会雛の中間答申を受けて、早期に施股利用料の適正化を図っていく
必要がある。公平・公正な基地を股け、早急な推進をしてもらいたい。

行革市民会継から、本気度はどれだけあるのか。その手立ては持っているの
かと言われており、我々もその懸念を持うている。

集会施股の有料化について、ゴスト関係のシミュレーションとスケジューリ
ングを同時並行に進め、行革市民会鰻からの指摘も踏まえ、対応を具体的に進
めてもらいたい。
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発 言者

露口哲治議員

意 見
行革市民会離の中間答申において、私立保育所は定風の枠を増やして受け入

れているのに対して、公立保育所は定員の枠自体は増やしているが、私立保育
所並みでなない｡私立保育所並みに定員の枠を増やせば、約20人受け入れるこ
とが可能であり、市の職員としてその力を発揮されてきたのなら、十分に受け
入れる枠を増やす努力はできると思う。

？

３行財政改革調査特別委員会

発言者

露口哲治職員
Ｏ

■

遠藤‘百合子蟻員

渡辺大三 職員

板倉真也雛員

発言者

渡辺大三雛員

白井亨職員

質疑

行革市民会鍍の中間答申において、
職員の給与制度や人件費の件に触れて
いるが、現在と職員数が過去最多で
あった平成６年度の職員数を、職務
別・役職別に比較する資料を要求した
い＠

行革市民会継の中間答申において、
保育料の改定について触れられている
が、保育料を国基準に対する徴収額の
50％に改定すべきだと考える。また、
財政支援団体の在り方の見直しについ
ては、補助金を5,10％カットした場合
の資料を要求したい。

行革市民会鍍の中間答申において、

大変厳しい指摘がされているが、市と
してどのような感想を持っているの
か。

．また、補助金の一律カットについて
は、補助金を必須サービスと選択的
サービスに分類した資料を作成してい
ただき、その資料をもとに議鶏を深め
ていきたい。

行財政改革市民会畿への諮問につい
ては、駅前開発事業などは不問にされ
ている点を過去の委員会で指摘した。・
また、中間答申では、財源確保なども

ていったことが述べられている。この
指摘について、どのように受けて止め
ているのか。

答弁

調整の上、提出できるよう努力した
い◎

受益者負担の適正化及び補助金の見
直しについては､､取り組めるところは
積極的に取り組んでいきたいと考えて
いる。また、資料については要求職員
と調整の上、提出したい。

かなり厳しい意見を頂いたと感じて
いる。

補助金の資料要求については、要求
鍛員と調整の上、提出したいと思いま
す。

建股事業侭については、社会資本の
整備という側面より、将来の市民に
とって一定利益を受けることであるた
め、市債の発行自体が悪いことではな
いと考える。また、建設事業債を優先
順位をつけて計画的に発行していくこ
とについては、正しい指摘として受け
止めている。

意 見

行革市民会雛の中間答申において､．「公権力を行使する率務以外は、全て民
間の参入が可能である。」と指摘されているが、現在の市の事務の中でも、公
樋力の行使には該当しない仕率もやっているのではないか｡

行革市民会離の中間答申については、ごもつともな内容であると.感じてい
る。市の事務は、公権力を行使する業務のみに特化しても、差し支えないので
は ないか。．
(その後、資料要求あり）
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小金井市行財政改革市民会議（第５回） 平成２６年４月２５日

中間答申後の経過について

１２月１３日（金）

市がおかれた危機的な財政状況に鑑み、小金井市行財政改革市民会議か

ら、中間答申が市に提出される。

２２ 月 １ ８日（火）

（１）行財政再建推進本部（市長、副市長、教育長、全部長職者で組織）に

おいて、市民会議から中間答申が提出されたことの報告を行い、市長よ

り、「今一度、市民の声に耳を傾け、中間答申を熟読してもらいたい｡」

旨の発言があった。

(2)議会事務局を通じて、小金井市議会全議員に情報提供を行った。

(3)庁内の職員内部端末にて、全職員に周知を行った． ？

(4)小金井市ＨＰに掲載し、市民に対して情報提供を行った。

３２月１９日（水）‘

定例記者会見にて、小金井市行財政改革市民会議中間答申について

プレスリリースを行った。しかし、各メディアから具体的な反響等は

確認できなかった。

４ ３月１日（土）

小金井市報に中間答申が提出された旨の記事を掲載し、企画政策課窓

口・図雷館本館等に常備し、希望する市民に対して無償配布を行った。（現

在も継続中）



１

｢賓蒋~5可

小金井市行財政改革市民会議（第５回） 平成２６年４月２５日

平成２５年度に進捗が図られた行革事項について

△

２ Ｒ

>NOL4r 人事・給与制Ｉ随の改善

柱ｊ， 人材． 且織改】質 藩担当課 職員課

実施％
概要

蛎輿の愛惜・専門職の極り万を検肘し、見直しすべき菜務と充実すぺき業務の洗い出しを行う。
また、多様化・高度化する市民ニーズに応える複線型人事制度等新たな人事制度、給与制度の在
り方についても検討する。

;Ｈ22,．;忠 1慕下H23 H２４‘ H2５ H2６ H2７ H2８

計 画検・肘 一部実施 実，施検柾 → →

|§騨繍
財政効果 一 識1mm認､E＝垂罵霜

職‘員肖 ｌ減

取組 【平成２５年度新たな取組】

･現給保障廃止の労使合意及び給与改正条例
の可決 織繍織撫

財政効果
(見込額） ▲52,000 ▲26,000灘繍

職員削減 綴蕊蕊鴬燕鰯 鍵響鴛議爾 鯉饗驚嘉燕

‘平成２３年度に東京都の給料表を導入した際の現給保障について、平成２６年度から段階

的に減じ､平成29年度に全廃する｡また､給料･地域手当･特別澗整額･扶養手当･期末
手当・勤勉手当・住居手当の見直しを行い、給与総額の削減に努めている。

内容

NbL16． 広告収入の拡充

柱 財政・財務改革 担当課 企画政策課
『
Ｙ

”､,ﾜﾏ,'l

受実施
概要，

新たな財硯を確保ずるため、あらゆる広告収入拡充の方策（壁面広告、市報、
ングライツ等）を検討する。

案内封筒、
１

ネーミ

司曙JＪＦ

雨蝋隣
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蒜迩胃

|頑~一恵|聴燕聴蕊－１鯛
、

".シ
I H2３ 柵2４． H2５ H2６ H2７ H2８

→ 実 施 倹 証 → →

鵬繍
政 効果 ▲２６０ 鱗響欝議蕊蕊

職．貴削減

計画

実施， 1雷雨罵罵雨壷雲霞１

識ii聯!Ｉ
財政効果 ▲440 :謹塑饗鴬鳶燕輔 :耀蕊鴬謂鰯爵 鯉鍵驚鰯露

賊員削減 耀蕊駕緬、 騨蝋響駕議、 鍵謹饗鴬議露

内容 平成ｚ６年２月１５日、３月１日号市報に有料広告を褐戦した。
・１号広告（8.5皿×7.5cm）80,000円
･２号広告（4.0cm×7.5cm）40,000円

上記条件にて有料広告主を募集したところ、平成２６年２月１５日号市報では、１号広告２
者・２号広告１者、平成２６年３月１日号市報では、１号広告３者より申込みがあった。
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NOL7１

柱

実施
概要

内容

４

NOL7３

柱

実施

概要

実施

罰識
内容

字璽味 育 栗 携 の 見 哩 し

行政サービス改革 _担当課 児童青少年謀．

巾氏すーヒスの充実を凶るため、順次民間委託や公共的団体等に委誌する。

画
■

オ政効果

職員削減
（ 人）

取組

尺９ＪりＬラ収ｊ司竃

職Ⅷ罰削 減

H2２ H2３． Ｈ2４． H2５

夷施． → → →

金 証

▲１０，３２０ ▲５，１６０ ▲５，１６０

▲､４ ▲２ ▲２

Ｌ－ｒｐ脚Kj色Ｕ－ｒ４桑湘1J~'よ卯ＸＨヨユ』

･学童保育業務の総合的な見直しについて、
労縮合責

一

H2６ H2７

→ －う

▲５，１６０ ▲５，１６０

▲２ ▲２

Ｈ２８ｉ．

|鵬繍
織響鴬:議霞

▲２

平成２６年２月２０日、字重保育業務の総合的な見直しについて、労使にて合意した。平
成２７年度より４つの学童保育所を、また平成２９年度より、更に２つの学童保育所を民間
委詑し、直営３所、民間委託６所にて運営を行っていく。．
民間委能を行うにあたり、‘学童保育所の保育時間を、平日は１９時まで、学校休業日は８

時から１９時まで延長するものとし、原則としてひろぱ事業を実施していく。

８

小字校給食菜務の見直し，

行政サービス改革 担当課： 学務腺

市民サービスの充実を図るため、順次民間委託や公共的団体等に委託することを視野に入れ、新
しい 経営方法を検討する。．

H2２ H２３雫：好 H2４ H2５ H2６ H2７ H2８

計 画検討試行 武行。
黄証

実施検証 －少

螺繍
財政.効果 5,040

■■■■■■

▲１５，９１０ 鍵蕊議緬
鞭員削減 ▲３ ▲１０

（人）

雲
取組 【平成２５年度新たな取組】

･小学校給食の民間委託実施 ||総iiliiiiilIlII繍繍
尺９哩胆う似ｊオミ 幽製裟篇燕､職 躍選鴬誘露聴

月眠歩迅Ｆ リ減 畷鍵盤ii議号需雨職 111盤当鴬読燕繍

平成２５年９月から小字校（９校中５校）給食業務の民間委託を実施した。今後は、業務
委舵の検証を行っていく。



小金井市行財政改革市民会議（第５回） 平成２６年４月２５日

行財政改革市民会議の今後の進め方（事務局案）

ｒ買諏可

会議 勉強会 検討事項 行革大綱 行政診断 新たな行革大綱に向けて

鯛2弱
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(金）
勺
亘

１ 回 ご ま " 歩 Ｉ豊織j訪蝿学雌認汎競一通＃蔑
弄-－零．“～二・一%γ:占鴬.や,‐都率、､易Ｌ‐：‐．

､１４凸

凸研

５月27日（火） 第１５回
①低未利用地の売却・有効活用
②５５歳以上昇給抑制．
③収納率の向上（徴収体制の強化）

』

ｉ
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意見交換．

６月24日（火） 第１６回 ④負担金補助金及び交付金の在り方
の見直し 可ＩＰ

７月25日（金） _第６回:‘ ①義④の整理食毒h‐…．

８月26日（火） 第１７回

⑤公民館業務の見直し（一部委託化
し本館のセンター化を図る）
⑥公民館の有料化の検討
⑦指定管理者制度の更なる活用

鐸
：：
■●
●■

：｡
。：
●●
｡■

９月30日（火） 第１８回
⑧図書館業務の見直し

：：
：：

急‘:夢 罰 夢

10月28日（火） 第１９回 (予備日） (予備日） (予

■
ダ
ウ

首
●

や
、
■

螺
11月21日（金） '第７回二・ ⑤～⑧の整理Ｔ＝粍奔 意見集約” 答申に向けた考え方の整理

12月16日（火） 第２０回 』 §Ｌ

平成２７年
１月23日（金）:〉

第８回 §
… … ー ~ 戎 、 、 §

翻終答申案の検討壷Ｊ:iがＪＪＥ
唾…一､:…．…ぜ“烏我ふい戸ぶぷ

２月24日（火） 第２１回 可§ア

３月27日（金） 第:９回
｢_，

答申ﾉ解散
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